
日時　 7月14日(月)20:00～22:30会場　 住友商事本社出席チーム 下記参照欠席チーム なし議事録 JFE商事/島津議題 ※以下敬称略目次目次目次目次 1 資料配布(運営要綱、引き継ぎ会議資料、幹事マニュアル、クモの巣グラフ)2 本会議の趣旨説明3 商社リーグについて4 2013年度レビュー5 2014年度リーグに向けて6 運営要綱の変更点7 2013年度主幹事、副幹事振り返り8 2014年度主幹事、副幹事所信表明
内容内容内容内容 1 資料配布運営要綱、引き継ぎ会議資料、幹事マニュアル、クモの巣グラフ配布。詳細は各社持ち帰りの資料参照方。2 本会議の趣旨説明(役員会/北川)前半は商社リーグ運営に関わるこれまでの経緯、方針などを説明。その後、今年度の幹事商社が所信表明。上記の流れで会議を行いたい旨の説明。3 商社リーグついて① 商社リーグついて(役員会/金田会長)商社リーグはピッチ上での勝敗を追求するだけでなく、運営面でも各社協力する事が求められる。今の商社リーグとは違い、94年度のシーズンはレギュラーシーズンを消化するのに約2年かかっていた。そこで96年度から金田氏が商社リーグの代表に就任し、抜本的な改革を推進していった。やるからには、徹底的にプロフェッショナリズムを持って運営しようとの想いでスタートさせた改革が現在の商社リーグ運営要綱の礎となっている。その後、運営要綱はマイナーチェンジを繰り返し、商社リーグは一歩一歩成長していった。金田氏自身、サッカーを通して成長できたとの想いが強く、今は会長という立場で商社リーグに恩返ししている。【コメント】・今回の出席は4度目だが、今年も頑張ろうと気が引き締まった。(日本ユニシス/吉越)・最初はサッカーだけしていれば良いと思ったが、会議に出席していくにつれて、チームの運営面でも貢献出来る様になった。成長できた。(JFE商事/島津)・プレーするのみならず、運営面での貢献を意識して活動していく。(伊藤忠/青木)・今年も始まったと、身の引き締まる思い。(蝶理/小池)② 商社リーグのコアバリュー(役員会/金田会長)商社リーグに参加する全16チームすべてのメンバーが備えるべき行動指針は下記の通り。・Passion/パッション・Punctual/パンクチュアル・Professionalism/プロフェッショナリズム・Pride/プライド＊会議中の批判はやめよう。誤った点の指摘だけでなく改善策も提示してほしい。評論家ではなく事業家になろう。(役員会/金田会長)③ 組織と運営体制(役員会/北川)本会議より、運営体制の組織図を図解化。図による説明が行われた。主幹事　　　  　… 「商社リーグ協会」（過去自社グランド保有、全7チーム）の中で、各年持回りにて担当主幹事補佐　　… 次年度主幹事担当予定チームが担当副幹事　　　　　… 「商社リーグ協会」以外の9チームから各年3チームずつ持回りにて担当役員会　　　　　… 商社リーグの統括組織であり、意思決定機関。原則として毎年主幹事経験チームから1名役員会に加入。＊詳細は各社持ち帰りの図を参照方。④ 役員会・幹事業務(役員会/北川)図を参照方。説明は割愛。4 2013年度レビュー(役員会/中村)① 2013年度リーグ結果② 2013年度チャンピオンズカップ結果＊詳細は資料参照方。③ 2013年度罰則事例(役員会/北川)罰則事例を列挙する事により、再発防止を促したい目的で実施。(役員会/金田会長)減点とペナルティの違いは減点は勝ち点のマイナス、ペナルティは2回発生すると失格・除名。13年度で何度か減点された阪和興業はどう思うか？(役員会/金田会長)→真摯に受け止め、再発防止を徹底したい。(阪和興業/伊藤)
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内容＜出席者名簿＞役員会 金田会長、横田、北川、宮内、中村岩谷産業 仁科、戸辺 日鉄住金 遠西、大塚住友商事 大重 長瀬産業 作田、細田伊藤忠商事 青木 蝶理 小池、近藤三井物産 勝岡 阪和興業 伊藤、川崎双日 新田、近藤、福森 日立ハイテク 中鶴、井上丸紅 斎藤、松田 三菱商事　 阿部、茂木日本ユニシス 吉越、吉野 　 　豊田通商 宮田JFE商事 島津、竹本兼松 小谷、吉村



④ 2013年度グラウンド利用料(役員会/北川)事前に13年度商社リーグの収支が配布された。(のちに回収)収支は赤字であり、加えて13年度は表彰式や合同フットサルも行っていない。最大要因はグランド利用料におけるリーグ負担の大幅増額。近年はグランド保有企業が減っており、外部施設利用によりコストが増加。問題解決の糸口として、今年度より、主幹事補佐（2014年度は三井物産）にグランド確保の旗振り業務を担当して頂き、各社グランド確保にできる限りの協力を行う。5 2014年度に向けて(役員会/宮内)⑨ 2014年度に向けて13年からの変更点は下記。・リーグ構成2013年度　1部リーグ/9チーム、2部リーグ/7チーム2014年度　1部リーグ/6チーム(ホーム＆アウエー方式、全10試合)、2部リーグ/10チーム　(総当たり全9試合)＊1部での実力格差を減らし、リーグ戦をより白熱させるために構成変更を実施した。・主幹事補佐によるグランド取得グランド利用料金のリーグ負担増加を考慮し、主幹事補佐はコストパフォーマンスの高いグラウンド取得に努める。10・11月の各月1回分のグラウンド提供。また、来年度主幹事の準備期間の意味合いもある。レッズランドのチーム会員に全社がなれば、コストパフォーマンスがかなり良くなるとの提案あり。(三井物産/勝岡)→上記は非常に良い意見。次回以降も議論したい。(役員会/金田会長)・合宿幹事の持ち回り商社リーグ協会各チーム持ち回りで商社リーグ合宿幹事を行う。14年度は兼松。頑張っていいものにします。(兼松/小谷)・マネージャーズミーティングの継続運用当該試合の関係者がMC報告書を同時にその場チェックする事により、後工程でのミスや指摘に係る負担を減らすことが目的。6 運営要綱の変更点(役員会/横田)昨年までリーグ戦/カップ戦とそれぞれに要綱が存在していたものを一本化した。運営要綱は原則不変で、年度毎に変更する可能性があるものは別紙にて毎年更新する。（リーグ体制、昇降格、参加費等）・リーグ構成、昇降格の内容変更1部の最下位と2部の1位は自動入れ替え。1部の4・5位と2部の2位・3位で入替戦を行い、勝ったチーム2チームが1部へ。・リーグ参加費の値上げ値上げ前：チームで10万　値上げ後：チームで12万へ→グランド使用料のリーグ負担増加が一番の背景。尚、これまで別途徴収としていた、チャンピオンズカップ参加費（1万円）については、リーグ参加費の中で賄う。【コメント】本年新ユニフォームへ変更するが、7月末のメンバー登録表までにユニホームが揃わない可能性あるが、どうするか？開幕までには間に合うのだが。(双日/新田)→事前連絡あればOK。(役員会/中村)→主幹事に負荷がかかるのでは？スケジュール感を持って動いてほしい。(役員会/金田会長)＊今回の様な事が無きよう双日/新田氏、兼松/吉村氏から今シーズンの終盤に、代表者会議にて各社へ注意喚起戴く。7 2013年度主幹事、副幹事振り返り① 主幹事　（双日/中村）年内のリーグ全日程消化、コミュニケーションの円滑化を目標に掲げたが、一定の成果は出たのではないかと思っている。但し、表彰式などが実施出来なかった事は課題が残った形。14年度の住商にはそのあたりを期待したい。② 試合結果集計担当　（豊田通商/宮田）MC報告書を迅速に回収、確認徹底したことで、ほぼミスなく運用できた。課題はチーム内でうまく分担出来なかった事により、負荷が一部に偏ってしまった点。③ 名簿・チームデータ管理・表彰式担当　（日本ユニシス/吉越）チームデータの期限厳守を徹底したことにより、問題無く運用できた。課題は表彰式が開催出来なかった点。2014年8月目標で開催に向け調整中。④ ML、会議議事録担当　（長瀬産業/細田）ボイスレコーダーなどを使って、漏れを徹底的に防いだ。チーム内で複数名によるチェック体制も強化し、いい議事録が作成できていたと思う。8 2014年度主幹事、副幹事所信表明① 試合結果集計担当　（阪和興業/川﨑）昨年の自社データの反省をバネに今年は運営面でデータを徹底的に管理していきたい。役割分担の明確化を行っていく。② 名簿・チームデータ管理・表彰式担当　（日立ハイテク/井上）表彰式については、コストダウンして実施できる様取り組んで行きたい。③ ML、会議議事録担当　（JFE商事/島津）わかり易さ、漏れのなさに徹底的にこだわっていきたい。フォーマットの統一にも注力していきたい。④ 主幹事補佐　（三井物産/勝岡）グランドを安価に提供出来る様、全力を尽くす。助け合えるリーグにしたい。⑤ 主幹事　（住友商事/大重）リーグ運営のまとめ役として、情報共有を徹底する。各社には引き続き協力を願いたい。★ 重要事項主幹事及び副幹事より後日提出物に関してに連絡あり。提出期限は7月31日（木）まで（但し、個別に期限を設定する場合もあるため要注意）。次回代表者会議は9月1日(月)予定。前年度議事録及び前回の議事録は必ず一読した上で参加する事。 以　上


